






































令和５年度自主事業の計画書 
さとらんど fan コンソーシアム 

■実施方針 
 当コンソーシアムが取り組む自主事業は、事業目標「市民サービスの向上」を達成するた
めの事業であり、実施にあたっては、令和 4年度中に体制を整え、事業目標の達成に向け、
具体的な取組や効果的、効率的な事業を展開するよう努めます。 
 その際には、さとらんどの施設機能を補完するよう、取組みます。 
また、あらかじめ札幌市の承認を得て進めます。 

収支計画                            （単位：円） 
項目 金額 備考 
収入 15,700,000  
支出 －8,820,000
合計 6,880,000  

■実施方法 
１ レストラン 
  現在、カレーのまちさっぽろ推進協議会が運営し、協力機関として札幌保健医療大学が
関わっていることから、この事業を引き継ぎます。 

  スープカレーには、相当量の揚げ野菜が使用されており、「地産地消」の観点からも、
さっぽろ連携中枢都市圏の野菜や畜産物を利用していくように進めていきます。 

  将来は、さとらんど産の野菜や香辛料を使用できるように、試験栽培に取り組みます。 
 試験栽培の場所としては、札幌市農業支援センターの圃場やガラスハウスが利用できな
いか、検討します。 

  営業時間は 11 時から 15 時まで 
  価格帯は、1,000 円から 1,600 円とします。 
  メニューは、スープカレーをメインとします。 
  営業期間は、4月 29 日から 11 月 3日までとし、土日祝日及び長期休み期間とし、冬期
間は大規模イベントの際に営業いたします。 

  野菜の栄養や香辛料の効果などの解説、子どもの興味・関心を促す野菜の塗り絵を今後
も常備し、親子一緒に食事の大切さを考える場として、展開していきます。解説等につい
ては、引き続き札幌保健医療大学の荒川先生からアドバイスを受けたいと考えておりま
す。 
また、構成会社には、トマトやレタスの生産会社がおりますので、新鮮な野菜の盛り合
わせなどのメニューも展開したいと考えています。さらに、ミニ植物工場をレストランに



設置し、食事をしながら、農業の進歩や未来を感じていただける工夫をします。 

収入                            （単位：円） 
項目 金額 備考 
施設使用料 400,000  
光熱水費 100,000  
合計 500,000  

支出 
項目 金額 備考 
目的外使用料 400,000  
合計 400,000  

２ 売店 
   お客様の声やさとらんどの事業目標に沿った品ぞろえにします。 
   予定販売品目としては、木育のおもちゃ、札幌スタイルの商品・関連商品、サツラク
の乳製品、家庭用園芸用品、種子、小花鉢、園芸雑誌、支援センター産野菜、ソフトク
リーム、そば打ち道具、豆腐作りキットなど調理器具関連などを候補としております。 

   また、さっぽろ連携中枢都市圏の市町村の特産品や農畜産物など、各市町村の PRを
兼ねた店づくりを目指します。酒類の販売にあたっては、一般酒類小売業免許の申請を
行います。 

   さらに昨年度まで開業していた福祉団体から、従業員を迎えることとし、福祉への配
慮も行います。土日祝日は、学生などのアルバイトを募集します。 

   営業時間は、１０時から 16 時までとします。 
   価格帯は、100 円から 10,000 円までを目途とします。 
   営業期間は、通年といたします。 

収入                             （単位：円） 
項目 金額 備考 
商品売り上げ 8,000,000 ソフトクリームなど 
合計 8,000,000  

支出 
項目 金額 備考 
人件費 3,000,000 もえぎ、アルバイト 
商品仕入れ 3,000,000  



光熱水費 200,000  
目的外使用料 500,000  
合計 6,700,000  

３ おもしろ自転車 
   2 号調整池は、炊事広場や第 5駐車場から近く、すり鉢状の雨水貯留地を取巻く形で
園路が敷設され、特段の施設もなく来園者が滞留する場所でもない。 

   現管理者に引き続き、施設の有効活用とレクレーションの充実のために、おもしろ自
転車の貸出しを行います。30 分 400 円にて貸し出します。 

収入                             （単位：円） 
項目 金額 備考 
売り上げ 500,000 全売り上げの 10％相当 
合計 500,000  

支出 
項目 金額 備考 
目的外使用料 100,000  
合計 100,000  

４ 自販機による飲料水などの販売 
   広大なさとらんどでは、来園者の移動距離が長くなり、特に夏期は水分補給のニーズ
が高まります。来園者の利便性の確保として、清涼飲料水などの自動販売機を設置します。
一部は冬期休止とします。販売機は景観に配慮し、ぐんぐんなどのキャラクターをラップ
します。設置場所は、センターハウス、交流館、クラブハウス、まきばの家など。 

   災害など緊急時の対応として、お客様用の飲料水を確保いたします。 

収入                             （単位：円） 
項目 金額 備考 
売り上げ 2,500,000 全売り上げの 30％相当 
合計 2,500,000  

支出 
項目 金額 備考 
目的外使用料 130,000  
合計 130,000  



５ パークゴルフの用具貸出し 
   初心者や観光客など、手軽なレクレーションとして楽しみたい方のために、クラブハ
ウス受付において、クラブとボールのセットを 1組 200 円にて貸し出します。 

収入                             （単位：円） 
項目 金額 備考 
売り上げ 1,000,000  
合計 1,000,000  

支出 
項目 金額 備考 
目的外使用料 20,000  
人件費 100,000  
合計 120,000  

６ ふれあい牧場のえさ販売 
   ふれあい牧場で飼育している動物とのふれあいを目的として、それぞれの動物の食
性に合った、野菜スティックを 1 組 100 円で販売します。恐る恐る餌をあげる子供た
ちの光景は、見ていてほのぼのとするものです。 

収入                             （単位：円） 
項目 金額 備考 
売り上げ 1,000,000  
合計 1,000,000  

支出 
項目 金額 備考 
目的外使用料 20,000  
人件費 100,000  
餌代 300,000 ニンジンなど 
合計 420,000  

７ 移動販売車の設置 
   イベント開催時や毎週末など、札幌市保健所許可の車両を設置することにより、レス

トランのメニューだけではない、バラエティ豊かな飲食を提供します。園内の賑わい
を生み出し、利用者のサービス向上に貢献します。 

    移動販売車に限定した「移動販売車祭」を設け、札幌近郊産の農畜産物の使用を義
務付けたフェアを検討します。 



   設置時には、1台売上の５パーセントを徴収します。 

収入                             （単位：円） 
項目 金額 備考 
売り上げ 1,000,000 売り上げの 5％相当 
合計 1,000,000  

支出 
項目 金額 備考 
目的外使用料 300,000 1 台 600 円×500 台 
人件費 100,000  
合計 400,000  

８ デイキャンプ場・RⅤパーク・EV急速充電スポット 
   緑豊かな環境のもと、新しいレクリエーションとして、手軽にキャンプ気分を味わる
デイキャンプを企画します。 

   のんびり憩いの場として過ごしたり、収穫野菜のBBQが楽しめるなど食と農も堪能
できる新たな夏の集客事業とます。   
さとらんどは、指定緊急避難場所（大規模な火事）及び緊急消防援助隊の宿営する施

設に指定されています。キャンプ場用地をこの想定エリアとすることで、普段から、水
回りや動線、通信などの受入訓練にもつながり、防災機能を強化することにつながりま
す。いわゆるフェーズフリー防災（日常時にも使えるし、非常時にも使える）の考え方
を取り入れます。 

   併せて、RⅤパークと EV 急速充電スポットを整備します。整備にあたっては、RⅤ
スペースに 100Ⅴの電源を用意することとなり、災害時の電源取り口に活用できるこ
と、EV急速充電スポットは、環境に配慮した電気自動車の設備となりますので、時流
にあわせた整備と考えています。 
デイキャンプ場は 30 区画、ＲＶパークは 20 台程度、充電スポットは 1 か所を計画

します。場所はさとの広場、第 6駐車場です。使用料金は、キャンプ場は 1日 1000 円、
ＲⅤパークは、1泊 1500 円、充電スポットは 15分 1500 円を予定します。 

   準備の整ったものから、申請します。 

収入                             （単位：円） 
項目 金額 備考 
売り上げ 500,000 1 日 1000 円 
合計 500,000  



支出 
項目 金額 備考 
目的外使用料 300,000 1 張 600 円×500 件 
人件費 100,000  
合計 400,000  

９ コワーキングスペースの設置 
   コワーキングスペースは新たなコミュニティ形成を図る目的で作られた空間です。 
そのため、スペース内で作業をしつつ、利用者はほかの利用者と自由に交流できます。 
店舗ごとに、交流イベントや各種の勉強会を開催していることも多く、こうしたイベン
トを通して新たなつながりを得ることも可能です。 

   センターハウスの 2 階のレストラン内にこのスペースを設け、農業者や他業種の人
たちが交流し、新しいビジネスにつながることを期待します。 

  また、スマート農業勉強会の会場として利用し、これからのさっぽろ農業の変化を期待
していますし、農業者らのつながる場として大いに利用していただきたいと考えてい
ます。当面試験運用とし、今年度は利用料を無料とします。 

収入                             （単位：円） 
項目 金額 備考 
利用料 0 当面試験運用 無料 
合計 0  

支出 
項目 金額 備考 
目的外使用料 0  
人件費 0  
合計 0  

１０ 自転車教室の実施 
   レンタサイクルの事業を行っていることから、自転車初心者の子供たちを対象に 
  初めての自転車教室を行います。職員が講師となって、自転車の乗り方を教えます。 
  ２時間の中で、自転車に自由に乗れることを目標に、講習を企画します。市内の公園で 
  実績があるので、見習って、安全な講習会とします。 
   １人 ２時間、1,000 円を講習代金といたします。年間 10 回程度を目標に企画しま
す。 



収入                             （単位：円） 
項目 金額 備考 
売り上げ 200,000 10 回、200 人×1000 円 
合計 200,000  

支出 
項目 金額 備考 
人件費 50,000  
合計 50,000  

11 5 インチ鉄道の実施 
   さとらんど交流館南側に、5インチ鉄道を走らせます。線路の幅が１２．７ｃｍと狭小 
の列車となります。お子様の乗車定員は 15 名、気動車を含めて、3両編成となります。 
線路は、オーバル上に敷設され、直線部分が１８ｍ、曲線部が半径６mとなります。 

  土日祝日、夏休みの運航で、充電されたバッテリーで動きます。滝野公園にて、実績が 
あります。 
 大人５００円、子ども３００円とし、２周走ります。 
 売り上げの 10％を徴収します。 

収入                             （単位：円） 
項目 金額 備考 
売り上げ 500,000 売り上げの 10％相当 
合計 500,000  

支出 
項目 金額 備考 
目的外使用料 100,000  
合計 100,000  


